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	注意：Met-1とMet-24のどちらがイニシエーターであるかは不明です。,機能：ニューロメジンUおよびニューロメジンS神経ペプチドの受容体。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：末梢臓器、特に消化管および泌尿生殖器系の構成要素に最も多く発現し、精巣で最も多く発現します。中枢神経系構造における発現レベルは、末梢臓器で見られるレベルよりもはるかに低いです。中枢神経系（CNS）においては、小脳、後根神経節、海馬、脊髄に最も多く存在することが確認されています。,注意：Met-1とMet-24のどちらがイニシエーターであるかは不明です。,機能：ニューロメジンUおよびニューロメジンS神経ペプチドの受容体。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：末梢臓器、特に消化管および泌尿生殖器系の要素に最も多く発現し、精巣に最も多く存在します。中枢神経系構造における発現レベルは、末梢臓器に見られるレベルよりもはるかに低いです。中枢神経系（CNS）においては、小脳、後根神経節、海馬、脊髄に最も多く存在することが確認されています。,
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	NMUR1抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NMUR1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

